
船舶事故調査報告書 

令和５年６月７日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 浸水 

発生日時 令和４年４月２０日 １４時３０分ごろ 

発生場所 神奈川県三浦市城ケ島南方沖 

 安房
あ わ

埼灯台から真方位１８５°１２０ｍ付近 

 （概位 北緯３５°０７.７′ 東経１３９°３７.８′） 

事故の概要  漁船第二一休
いっきゅう

丸は、城ケ島南方沖を東進中、浸水した。 

事故調査の経過 令和４年５月１７日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

漁船 第二一休丸、０.６トン 

 ＫＮ３－１５４８９（漁船登録番号）、個人所有   

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 船外機に濡損等 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南、風速 約７m/s、視界 良好 

海象：波高 約１.５ｍ 

 事故の経過 本船は、船長が１人で乗り組み、入手した気象情報から風波が強く

なるものの、漁には問題ないと船長が判断して、ひじき漁の目的で、

城ケ島南側の漁場（岩場）に向け、僚船と共に城ケ島遊ケ崎の定係地

を出発した。 

船長は、０９時３０分ごろ漁場に到着し、ひじき漁を行っていたと

ころ、風波が強くなり始めていたが、同漁を終えて帰航するまでもな

いと思い、同漁を継続した。 

船長は、ひじきを船内に積み込み、１４時００分ごろ帰航を開始

し、城ケ島南方沖を約１ノットの対地速力で東進中、本船が右舷側か

ら約１.５ｍの横波を受けて船首部が浸水して半没水状態となり、沈

没するのではないかと思い、城ケ島安房崎の入り江に本船を錨泊さ

せ、陸上に避難した。 

船長は、後日、自身が所有する他の船舶によって本船を定係地にえ
．

い
．
航した。 

ひじき漁の場所は、錨泊ができ、また、岩場を伝わって城ケ島に避

難することができた。 

分析 本船は、南風が吹き、風波が強くなる状況下、城ケ島南方沖を東進

中、船長が、帰航するまでもないと思い、ひじき漁を継続したことか

ら、帰航が遅れ風波が強くなり、航行中に右舷側から横波を受けて浸

水したものと考えられる。 

原因 本事故は、南風が吹き、風波が強くなる状況下、本船が城ケ島南方



沖を東進中、船長が、帰航するまでもないと思い、ひじき漁を継続し

たため、帰航が遅れ風波が強くなり、航行中に右舷側から横波を受け

て浸水したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・小型漁船の船長は、出航後、天候の急変が予想される場合は早め

に帰航するか、又は避難すること。 

・小型漁船の船長は、入手した気象情報から荒天が予想される場

合、出航を控えること。 

 


